新聞 小説 



1 干 田國士 



養. 趣味. 思想の 背景 を 持った 読者に 一 様に 受け 入ら 

れ ようとい ふ 作品が、 果して 一 人の 作家の 手で 生れる 

かどう かとい ふこと はま づ 疑問と してお いて、 それで 

も尚且 一 つの 新聞の 連載小説 を 引受けた 責任から 言へ 

ば、 自分の 読者 を 少数の 範囲に 限る とい ふ 事 は 絶対に 

出来ない ことです。 

それで、 まづ 一 例 を 上げる と、 現在 ジャ アナ リズム 

の 表面で、 甚だ 流行して ゐ るかの 如き 諸 傾向 は、 実際 

我々 の 周囲の 堅実な、 少く とも 自分の 生活 を 持って ゐ 

る 家庭 乃至 個人から は、 それほど 関心 を 持 たれて ゐな 

い にも拘らず、 さう いふ ものが とり 入られなければ、 



いて ゐ るの は、 この 反響と か 評判と かいふ ものが 極め 

てあてに ならない もの だとい ふこと です。 仮に 所謂 社 

内の 評判と いふ ものが あります。 又 友人間の 評判と い 

ふ ものが あります。 更に 又 文壇の 反響と いふ ものが あ 

ります。 それから も 一 つ 読者の 反響です。 作者 はこの 

色々 な 評判 や 反響 を 気にしながら、 毎日 苦しい 仕事 を 

つ、 V けて 行く のです が、 果して どの 評判に 信頼し、 ど 

の 反響 を 正しい ものと すべきで せう か。 或 場合に は 全 

く 正反対の こと もあります。 殊に 甚だし いのは、 い、 

とか 悪い とかい ふ 批評が 作品の ほんの 一部分、 ほんの 

一 面に 向けられた 言葉に 過ぎず、 それが 無責任に 次 か 
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